
北陸防災情報通信セミナー
～災害時における情報の伝達・収集のために～

■日時 ： 平成２９年１２月１日（金）１３：１５～１６：４５

■会場 ： 富山県民会館 ４０１号室
（富山市新総曲輪４－１８ 電話：076-432-3111）

■主催：総務省北陸総合通信局、北陸情報通信協議会

基調講演

「地図を活用した平時に取り組む防災訓練」
日本中で様々な防災訓練が行われているが、消火や炊き出しなど、地域で行われている
訓練は災害時の地域の様子を想定して行われているのだろうか。
本セミナーでは、地域の文脈に沿った防災訓練のあり方を検討するとともに、オープン
データや空間情報を活用した地域防災の計画立案の方法を検討します。

講師 大 西 宏 治 氏

富山大学 人文学部 准教授

■お問い合わせ 北陸総合通信局無線通信部陸上課 TEL:076-233-4480 FAX:076-233-4434

講演Ⅰ

「ＮＴＴドコモの災害対策」
ドコモでは、「システムとしての信頼性向上」「重要通信の確保」「通信サービスの早
期復旧」を災害対策の３原則と定め、様々な備えを行っています。
本セミナーでは、昨年４月の熊本地震及び本年７月の九州北部豪雨での事例を交え、災
害対策の強化に向けた取組についてご紹介します。

講師 山 本 雅 人 氏

株式会社ＮＴＴドコモ 北陸支社 ネットワーク部 災害対策室長

講演Ⅱ

「ＩoＴを活用した安心・安全な街づくりの取組
～最新の技術による防災・減災対策～ 」

近年、熊本地震や東北・北海道の台風による甚大な被害など全国的に多種多様な災害が
発生しており、地方公共団体様からも様々な課題や要望をいただいております。
それらを踏まえて、富士通が考えるＩｏＴを活用した防災・減災対策について事例を交
えご紹介します。

講師 吉 田 千 穂 氏
富士通株式会社 社会システム営業本部
地域社会ネットワークビジネス推進部 マネージャー

災害対策用移動通信機器の展示と通話体験
総務省は、災害発生時の通信の確保のために地方公共団体等に「衛星携帯電話」「簡易無線機」「Ｍ
ＣＡ無線機」を無償で貸与しています。セミナー会場において、簡易無線機同士及びＭＣＡ無線機同士
で実際の通話が体験できます。

臨時災害放送局のデモ放送
臨時災害放送局は、災害発生時に地方公共団体等が開設する臨時ＦＭラジオ放送局のことで、総務
省では機材一式を地方公共団体に無償で貸与しています。セミナー会場において８７．３ＭＨｚでデモ
放送を行います。（北陸総合通信局では本年７月に配備）

講演 （１３：４５～１６：１５）

（１３：１５～１６：４５）

（１３：１５～１６：４５）
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